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＜後期行動計画の施策の体系＞












Ⅰ　後期行動計画の点検・評価結果（総括）
	市では、次世代育成支援対策推進法に基づき、平成１７年３月に次世代育成支援行動計画【前期行動計画】を策定し、「子育てや子どもの育ちをあたたかく支えるまち　はむら」を基本理念として、次代を担う子どもたちが健やかに成長できる環境や安心して子育てができる環境づくりを総合的に進めてきた。

この前期行動計画は平成２２年３月に終了し、同年７月には計画事業の点検・評価を行った。その点検・評価では、「計画した全ての子育て施策を実施したが、仕事と子育ての両立できる環境を整え、安心して子どもを産み育て、子どもたちが健やかに成長していけるまちづくり」のため、さらに施策の継続的な実施と新たな子育てニーズに対応した施策の展開が求められるとした。

これに先立ち、市では次世代育成支援行動計画【後期行動計画】の策定に着手し、基本理念を継承しつつ、７つの基本目標を定めその中に新たに「職業生活と家庭生活との両立の推進」を加えるなどして、子どもと子育て家庭への支援に関連する１４３の事業を実施していくこととした。
これらの事業は、計画期間中には、そのすべてにおいて着手され、「仕事と子育ての両立できる環境を整え、安心して子どもを産み育て、子どもたちが健やかに成長していけるまちづくり」の実現に一定の成果をあげることができた。

こうしたなか、出生率の低下に伴い少子化は進行し、子どもや子育てをめぐる環境は厳しく、核家族化や地域のつながりの希薄化等により、子育ての負担や不安、孤立感が高まっているなどの状況から、国や地域を挙げて、子どもや家庭を支援する新しい支え合いの仕組みを構築することが必要となり、国は、新たな子育て支援制度の検討を行い、平成２４年８月には、子ども・子育て関連３法が制定され、質の高い幼児期の学校教育・保育を総合的に提供し、地域の子ども・子育て支援を充実させ、子育てしやすい社会を実現するための新たな制度が創設されることとなった。

市では、次世代育成支援行動計画の取組状況等を踏まえた上で、新たな子ども・子育て支援制度として、平成２６年度に「子ども・子育て支援事業計画｣を策定し、一人一人の子どもが健やかに成長することができる社会の実現を目指すこととなった。

新たな子ども・子育て支援事業計画は、次世代育成支援行動計画【前期・後期】の基本理念を継承し、次世代育成支援行動計画に記載されていた事業のうち、「生涯学習基本計画」や「防犯、交通安全及び火災予防推進計画」等に掲載されている事業については、それぞれの計画において推進することとし、子ども・子育て支援に関する事業に特化した計画となっている。

平成２６年度をもって終了した「次世代育成支援行動計画【後期行動計画】」については、以下に基本目標ごとに計画の点検・評価を行い、課題を明らかにしたところである。今後は、「子ども・子育て支援事業計画｣のほか、「生涯学習基本計画」などの子ども・子育てに関する内容を定めた各種個別計画において、更なる子ども・子育て支援策の推進が求められている。


Ⅱ　基本目標別点検・評価結果
　Ⅰ 地域における子育ての支援

　　「施策の方向」
・地域における子育て支援サービスの充実

・保育サービスの充実

・子育て支援のネットワークづくり

・児童の健全育成

・子育ての経済的負担の軽減

【点検・評価】

	子ども家庭支援センターによる相談や支援、児童館や保育園等で母親が気軽に集まって話をする「おしゃべり場」・幼児のための「ひろば事業」をはじめ、保健センターでの離乳食講習会・育児相談の実施などにより、母親が持つ悩みや不安の解消・仲間づくりに努めた。
また、保育定員枠の拡大や民間保育所施設整備などの支援、学童クラブの新規開設や開所時間の延長、放課後子ども教室の開室などにより、保育環境の充実・放課後対策を推進した。

さらに、子ども手当（児童手当）の支給、義務教育就学児医療費助成、就園奨励費の支給・幼稚園等の園児保育料の助成、就学援助、奨学金の利子補給などにより、子育ての経済的負担軽減に努めた。


【今後の課題】
	身近な地域で、安心して子育てができるよう、さらに、相談機能の充実や地域の子育て環境の整備、出産から就学まで子育てに係る経済的負担の軽減などに努めていく必要がある。


Ⅱ 母性及び乳幼児等の健康の確保と増進

　　「施策の方向」
・子どもや母親の健康の確保

・食育の推進

・思春期保健対策の充実

・小児医療の充実

　　【点検・評価】

	子どもや母親の健康の保持を目的として、保健センターでは妊娠期から出産・乳幼児期までの健康診査を実施し、疾病の早期発見・早期治療、必要に応じて医療機関等への相談につなぎ、成長発達への支援を行った。
また、妊娠中の不安や子育ての不安を軽減することを目的として、母親学級や新生児訪問、離乳食講習会等を通じた食育、健康診査時の健康教育、育児相談を行い、保護者が子どもの健康について学ぶ機会を提供し、個別にも相談できる環境づくりに努めた。
小児医療については、公立福生病院の支援や平日夜間急患センターの運営を行い、初期医療の充実に努めた。


【今後の課題】
	母親や乳幼児等の健康の確保と増進及び親の育児不安の解消等を図り、安心して子どもを産み、健やかに育てることができるよう、妊娠・出産期からの切れ目のない支援を行っていく必要がある。


Ⅲ 子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

　　「施策の方向」
・次代の親の育成

・子どもの生きる力の育成に向けた学校の教育環境等の整備

・家庭や地域の教育力の向上

・子どもを取り巻く有害環境対策の推進

	【点検・評価】

小中一貫教育の実施や学習サポーターの配置、特色ある教育活動の推進などによる教育環境の充実、家庭教育セミナーや地域教育シンポジウムの実施による家庭や地域の教育力の向上により、子どもの心身の健やかな成長に努めた。

また、不健全図書のパトロールや情報モラル教育を進め、子どもを取り巻く有害環境の浄化に努めた。


　　【今後の課題】
	様々な体験活動の推進、地域との交流活動などを進め、子どもや若者の健やかな成長を支援していく必要がある。


Ⅳ 子育てを支援する生活環境の整備

　　「施策の方向」
・安全な道路交通環境の整備

・安心して外出できる環境の整備

・安全・安心まちづくりの推進等

【点検・評価】

	　街路灯やカーブミラーの整備をはじめ、公園等の整備、市民パトロールへの支援、あかちゃん休憩室の整備などを行い、安心して外出できる生活環境の整備に努めた。


　　【今後の課題】
	防犯、交通安全及び火災予防推進計画・公園等施設維持保全計画等の一層の推進を図り、子育てを支援する生活環境を整備していく必要がある。
また、赤ちゃんふらっと事業についても推進していく必要がある。


　Ⅴ 職業生活と家庭生活との両立の推進

　　「施策の方向」
・仕事と生活の調和の実現のための働き方の見直し

・仕事と子育ての両立のための基盤整備

　　【点検・評価】

	　はむら男女共同参画推進プラン及び男女共同参画基本計画の推進をはじめ、父親向けの育児講座の開催、女性の再就職支援、育児・介護休業法の普及・啓発により、男女共同参画意識の醸成、仕事と生活の調和（ワークライフバランス）の普及に努めた。


　　【今後の課題】
	仕事と生活の調和について事業主や労働者、市民への広報・啓発に努めるとともに、多様な働き方に対応した子育て支援施策の充実に努めていく必要がある。


Ⅵ 子ども等の安全の確保
　　「施策の方向」
・子どもの交通安全を確保するための活動の推進

・子どもを犯罪等の被害から守るための活動の推進

・被害に遭った子どもの保護の推進

　　【点検・評価】

	　防災無線やメール配信による情報提供、交通安全教室・セーフティー教室の実施、交通安全推進委員による街頭指導、防犯ブザーの貸与、町内会・自治会・PTAによる登下校の見守りなどにより、子どもが交通事故や犯罪等の被害に遭わない環境づくりに努めた。


　　【今後の課題】
	生涯学習基本計画・防犯、交通安全及び火災予防推進計画等の一層の推進を図り、子どもを取り巻く環境について安全の確保を図っていく必要がある。


Ⅶ 要保護児童等への対応などきめ細かな取組の推進

　　「施策の方向」
・児童虐待防止対策の充実

・ひとり親家庭の自立支援の推進

・障害児施策の充実

　　【点検・評価】

	全ての子どもは、障害や疾病、家族状況などいかなる状況にあっても、健やかな育ちが等しく保障されなければならない。
このため、子ども家庭支援センターを中心に、児童虐待の未然防止、早期発見の強化に努めるとともに、羽村市要保護児童対策地域協議会において、関係機関との連携強化、情報や認識の共有化に努めた。
また、ひとり親家庭に対しては、母子・父子自立支援員を配置し、課題の解決に必要な支援や情報提供、ひとり親福祉のしおりの発行を行うとともに、生活支援、就労支援、各種手当の支給、医療費助成などを実施した。
障害児対策については、障害などの早期発見・早期治療を図るため各種健康診査や相談、また、特別支援教育の推進などについて取り組んだ。


【今後の課題】
	児童虐待防止、ひとり親家庭や障害のある子どもへの支援を充実していく必要がある。
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